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本報告は，宇都宮大学と群馬大学の共同教育学部の学生が合同で実施する体験型授業「教職特別演習Ⅱ」
を実施した成果と課題について報告することを目的としている。授業は，小学校第5学年における総合的な
学習の時間の一環として行う日光東照宮での校外学習を題材に実施した。特徴は，校外学習を実現するため
に必要な「教師の視点」として実施計画や安全指導などの観点からの学び，引率する児童の立場（児童の視
点）から校外学習を意義のある活動にするために現地でどのような活動をすべきかを考える学びの二つの学
びを融合した授業としたところにある。授業の成果をアンケート調査から分析した結果，「教師の視点」「児
童の視点」に基づく活動や事後の省察活動が教職志向を向上させる因子であることが確認できた。また，実
際の体験によって得られた学びや気づきの重要性や，班活動によるチームワークやコミュニケーションの重
要性を感じる学生が多いことが分かった。

キーワード：教員養成，校外学習，体験型活動，引率指導，大学教育

1．はじめに
情報化やグローバル化，さらには生成AIの急速

な発展など，社会的変化が激しく，予測が困難な時
代に対応できる人材を育成していくことは重要であ
る。そのためには，小・中学校からの質の高い教育
が求められる。この要望を実現することを目指し， 
2019年度に宇都宮大学教育学部は，群馬大学教育
学部と全国初の共同教育学部を新設した。共同教育
学部は，両大学の特色を活かしたシナジー効果によ
り，教員養成の高度化を実現し，実践力を備えた義

務教育教員人材の安定した輩出により，それぞれの
地域に貢献することを目的とした学部である。この
ことを実現するために，Forefront科目群や先端課
題解決科目群などを創設し，両大学の特徴的な資源
を共有したり，時代を先駆けた学びを実現したりす
ることを目指している。さらに，両大学の資源だけ
なく，学生間の交流を通して，多面的，多角的な教
員養成の実現を図るための教職特別演習も新設し
た。

教職特別演習は，大学2年次に群馬大学が主体に
実施する「教職特別演習Ⅰ」，3年次に宇都宮大学
が主体に実施する「教職特別演習Ⅱ」がある。これ
らの活動は，両大学の学生間の交流を通して，他地
域の異なる情報を交換したり，教育実習だけでは体
験が困難な校外学習を実際に体験したりするもので
ある。特に，校外学習の疑似体験は，実施計画立案
の重要性や安全指導，集団を動かすために必要な配
慮事項などに気づくことで，教職志向を高めること
を目的とした体験型授業である。

体験型授業を実施している例としては，昭和女子
大学の「特別活動の指導法」の授業の中での「模擬
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遠足」がある1）。この授業では，長沼他2）により立
案された実践方法に基づく校外引率行事の演習を行
い，教員役と児童・生徒役の学生に分かれて実際に
遠足を行うものである。その成果として，教員役の
学生が緻密な準備の重要性の気づくためには，校外
で「教育」する経験が重要であることが報告されて
いる。しかし，教職志向への影響などについては言
及されていない。

そこで本報告では，教育実習だけでは体験できな
い校外学習を「教師の視点」「児童の視点」から体
験する授業を実施し，教職志向への影響や校外学習
の効果について検討することとした。

2．授業概要
本授業は，附属学校での教育実習と協力校実習を

終えた3年生を対象に行った。内容は，小学校第5
学年における「総合的な学習の時間」の学習活動の
一つとして地域の文化遺産を見学する校外学習とし
た。この時，学生には，「教師の視点」から校外学
習の指導の在り方を学ぶことと「児童の視点」から
学ぶべき内容の二つの視点から体験的な活動が行え
るように設計した。これは，共同教育学部の設置審
文書に記載の「教育実習後に、演習を通して、子ど
も理解、教職への使命感・責任感、教育的愛情、対
人関係能力、教科指導にかかわる自らの資質能力を
振り返り、確認する」という本授業の目的に鑑みた

ものである。
具体的には，栃木県の日光東照宮及び周辺エリア

における校外学習を中心的な活動に設定し，以下の
点を取り入れた授業設計を行った。
・�子ども理解や教職への使命感・責任感等を意識で

きるよう，校外学習の指導の想定においては，一
貫して「教師の視点」及び「児童の視点」の各視
点を持って活動に取り組むこと。

・�対人関係能力等を意識できるよう，両大学混合の
活動を活性化させること。

・�校外学習を中心とした児童・生徒への指導全般に
ついて，より実践的な観点を意識できるよう，宇
都宮大学教職大学院に在学の現職教員複数名から
指導をいただく機会を設けること。

2.1 授業内容
表1に実施した教職特別演習Ⅱの授業計画を示

す。
表1に示すように，本授業は8回（7.5時間）の

授業として実施した。各授業の概要は以下の通りで
ある。
1回目：ガイダンス（1時間）

ガイダンスは，宇都宮大学生（以下，宇大生）は
対面，群馬大学生（以下，群大生）はオンデマンド
により実施した。これは，両大学のカリキュラムの
関係から両大学の学生が全て参加できる時間の調整

表1　授業計画

回 授業計画 実施日 具体的内容
1 ガイダンス 2023/5/30

宇大対面
群大オンデマンド

・�授業全体の趣旨，流れの説明を行う
・�宇都宮大学教職大学院に在学の現職教員より校外学

習における指導の留意点に関する講話を行う
2 校外指導の計画及び教員の

留意事項の理解
クラス/グループで設定 ・�日光での校外学習（班別行動）のための調査，計画

を行う
・�班別行動での教員の留意事項を検討する

3 校外学習のしおり作成演習 クラス/グループで設定 ・�班別行動に則した校外学習のしおりを作成する
4 校外学習における安全指導 2023/12/23

Zoom
・�宇都宮大学教職大学院に在学の現職教員より，班別

に作成したしおりへの指導，校外学習の留意点に関
する指導を行う

5 体験活動１（全体指導と安
全指導の指示の仕方体験）

2024/2/10
クラスA,C,D,F,H,K

2024/2/11
クラスB,E,G,I,J,L

・�バス移動，日光での昼食，日光東照宮及び周辺エリ
アにおける班別活動を行う

　・9:30 群大発     10:30宇大発
　・12:00-13:00 昼食
　・13:00-15:00 班別活動
　・17:30 群大着   16:30 宇大着

6 体験活動２（班別活動の体
験）

7 体験活動３（終了時の指導
体験）

8 省察（体験活動の振り返り，
他クラス/グループとの共
有・相互理解）

2024/2/12
Zoom

・�クラス/グループ混合のブレイクアウトルームで活
動の成果と課題を共有する

・授業全体のまとめを行う
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が困難であったための措置である。群大生には，オ
ンデマンド資料として，当日のガイダンスの様子を
動画資料として提供した。

内容は，教職特別演習Ⅱを実施する意義や目的，
今後の授業計画などの解説と宇都宮大学教職大学院
に在籍する現職教員からの講話の二つのこととし
た。講話は，現職教員が経験を基に計画や指導上の
留意点など実践的なものであった。
2 〜 3回目：クラス／グループ活動1（1.5時間）

2回目から3回目の活動は，日光における校外学
習のための事前調査や計画，さらに計画に基づいた

「活動のしおり」の作成を学生主体で行う活動とし
た。具体的には，AからLの12クラスで構成され
ているクラスごとに，一つの「活動のしおり」を「教
師の視点」から作成させた。次に，1クラスを6つ
の班（各班，4から6名で構成）に分けて，「活動
のしおり」に従った計画を「児童の視点」から作成
させた。内容は，役割分担や見学場所の選定と見学
ルート，さらに見学場所に関する事前調査や現地で
の学習目的などを班ごとに計画し，実践をさせた。
4回目：校外学習の安全指導（1時間）

4回目は，Zoomによるオンライン授業として行っ
た。内容は，作成した「活動のしおり」や計画につ
いて，クラスごとに教職大学院の現職教員から指導
を受け，その後，「活動のしおり」の修正や計画の
見直しをする活動である。そのために，学生が作成
した「活動のしおり」を事前に現職教員が確認をし，
その教員の経験や体験を基にした検討を依頼した。
当日は，その結果を基に，クラスごとに指導を受け
る活動を行なった。特に，見学ルートや安全指導，
持ち物などは，教員として引率した経験のない学生
では気が付かない視点からの指摘を受けることで

「教師の視点」の学びを深化させることを目指した。
その後，「児童の視点」に戻って計画の修正を話し
合わせる活動を行なった。
5回目〜 7回目：体験活動（3時間）

5回目〜 7回目は，日光東照宮に赴き，班ごとの「活
動のしおり」に従った校外学習の体験活動を行なっ
た。活動は，12クラスを6クラスごとに分けて二
日間で実施した。両日共に，それぞれ3時間の校外
学習を体験させた。その際，「児童の視点」として
施設の見学をさせ，分かったことや気づいた点を「活
動のしおり」に記述するなど学習であることを意識
させた。また，活動中，活動後に感じたこと，考え

表2　アンケート

主質問 項目 回答
2.�以 下 の

活 動 は，
あなたの

「 子 ど も
理解」を
高めるこ
とに役立
ちました
か？

（1）宇都宮大学教職大学院に在籍
する現職院生の小中学校の先生か
ら，校外学習の指導に関する話を
聞いたこと。

５件法

（2）教師の視点に立って，日光で
の活動の実施計画を立てたこと

５件法

（3）児童の視点に立って，班別活
動の役割分担を決めたり活動のし
おりを作ったりしたこと

５件法

（4）日光で班別活動を行ったこと ５件法
（5）事後の省察で活動全体の振り
返りを行ったこと

５件法

3.�以 下 の
活 動 は，
あなたの

「 教 職 へ
の 使 命
感・責任
感」を高
めること
に役立ち
ま し た
か？

（1）宇都宮大学教職大学院に在籍
する現職院生の小中学校の先生か
ら，校外学習の指導に関する話を
聞いたこと。

５件法

（2）教師の視点に立って，日光で
の活動の実施計画を立てたこと

５件法

（3）児童の視点に立って，班別活
動の役割分担を決めたり活動のし
おりを作ったりしたこと

５件法

（4）日光で班別活動を行ったこと ５件法
（5）事後の省察で活動全体の振り
返りを行ったこと

５件法

4.�以 下 の
活 動 は，
あなたの

「 対 人 関
係 能 力 」
を高める
ことに役
立ちまし
たか？

（1）宇都宮大学教職大学院に在籍
する現職院生の小中学校の先生か
ら，校外学習の指導に関する話を
聞いたこと。

５件法

（2）教師の視点に立って，日光で
の活動の実施計画を立てたこと

５件法

（3）児童の視点に立って，班別活
動の役割分担を決めたり活動のし
おりを作ったりしたこと

５件法

（4）日光で班別活動を行ったこと ５件法
（5）事後の省察で活動全体の振り
返りを行ったこと

５件法

5 本授業の一連の活動は，あなたの
教職に関する資質・能力を振り返
る機会になりましたか？

５件法

6 「5.」でそのように回答した理由
を教えてください。

記述式

7 本授業の一連の活動は，あなたに
とって教職に対して前向きな気持
ちを持ったり関心を高めたりする
機会になりましたか？

５件法

8 「7.」でそのように回答した理由
を教えてください。

記述式

9 本授業全体の感想について自由に
記述してください。良かったと思
う点，改善した方が良い点があれ
ばそれも含めて記入してくださ
い。

記述式
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たことなどを「教師の視点」として，円滑かつ安全
な校外学習を行うために必要なこととしてまとめ，
最後の省察に向けた準備をさせた。
8回目：省察（1時間）

校外学習の体験を通して，分かったことや気がつ
いたことを，各クラスの同じ班同士でグループにし，
自分たちが経験したことや感じたこと，考えたこと
について省察を行わせた。具体的には，Aクラスの
1班の学生は，B 〜 Fクラスの1班の学生と，Gク
ラスの1班の学生は，H 〜 Lクラスの1班の学生と
それぞれグループを構成させた。これにより，全部
で12グループを構成して省察活動を行わせた。

3．成果と課題
全ての活動が終了した後に，アンケート調査（回

答者数327名）を実施した。アンケート項目は，「子
ども理解」「教職への使命感・責任感」「対人関係能
力」「教職志向」の観点から作成した。実施したア
ンケートを表2に示す。表2に示すように，質問項

目は20問とし，17項目を5件法（5.とてもそう思う，
4.ややそう思う，3.どちらと言えない，2.あまりそ
う思わない，1.まったくそう思わない）による選択
方式，3項目を自由記述方式により回答を求めた。
その結果を以下に述べる。

3.1「子ども理解」の観点
図1に「子ども理解」に関する質問項目に対する

回答結果を示す。図1に示すように，本授業で行なっ
た，現職教員からの指導，「教師の視点」「児童の視
点」からの活動，現地での活動，省察の全てにおい
て85.6%以上の学生が「5.とてもそう思う」「4.や
やそう思う」の肯定的回答であることが分かった。

本授業では，班ごとに見学ルートの計画や事前調
査，現地に行って学ぶべき目標などを「活動のしお
り」に含めるように指示をした。そのため，学生は，
児童の気持ちを想像しながら活動しなければならな
い。このことは当然のことであるが「子ども理解」
に影響を与えていると言える。一方，近差ではある

図1　「2. 以下の活動はあなたの「子ども理解」を高めることに役立ちましたか？」の回答結果

図2　「3. 以下の活動は，あなたの「教職への使命感・責任感」を高めることに役立ちましたか？」の回答結果
り」に含めるように指示をした。そのため，学生は，

児童の気持ちを想像しながら活動しなければなら

ない。このことは当然のことであるが「子ども理解」

に影響を与えていると言える。一方，近差ではある

が肯定的な回答の割合が最も高かったのが省察に

よって全体を振り返える活動に関する質問項目で

あった（91.1%）。このことから，学生は，それぞれ

の活動時には，その活動を行いながら意識を高める

ことができるが，省察による振り返り活動を行うこ

とで「子ども理解」についてより強く意識すること

ができたのではないかと考えられる。このことから，

体験型授業を実施するときには，活動だけなく，時

間をかけて振り返る機会を設けることが重要であ

ると考えられる。 
  
3.2「教職への使命感・責任感」の観点 

 図 2 に「教職への使命感・責任感」に関する質問

項目に対する回答結果を示す。図 2 に示すように，

本授業で行なった，現職教員からの指導，「教師の視

点」「児童の視点」からの活動，現地での活動，省察

の全てにおいて 82.9%以上の学生が「5.とてもそう

思う」「4.ややそう思う」の肯定的回答であることが

分かった。 
 本授業で実施した，全ての活動が学生の「教職へ

の使命感・責任感」の意識を高める効果が示唆でき

たと言える。また，「教職への使命感・責任感」を強

く意識するのは，前述した「子ども理解」と同様に

省察による振り返り活動であった（91.7%）。このこ

とからも体験型授業において振り返りを行うこと

の重要性が示唆できたものと考える。 
 
3.3 「対人関係能力」の観点 

 図 3 に「対人関係能力」に関する質問項目に対す

る回答結果を示す。図 3 に示すように，教職大学院

に在籍する現職教員からの指導を除き，「教師の視

点」「児童の視点」からの活動，現地での活動，省察

の全てにおいて 73.7%以上の学生が「5.とてもそう

思う」「4.ややそう思う」の肯定的回答であることが

分かった。特に，「日光での班別活動を行なったこと」
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が肯定的な回答の割合が最も高かったのが省察に
よって全体を振り返える活動に関する質問項目で
あった（91.1%）。このことから，学生は，それぞ
れの活動時には，その活動を行いながら意識を高め
ることができるが，省察による振り返り活動を行う
ことで「子ども理解」についてより強く意識するこ
とができたのではないかと考えられる。このことか
ら，体験型授業を実施するときには，活動だけなく，
時間をかけて振り返る機会を設けることが重要であ
ると考えられる。

3.2「教職への使命感・責任感」の観点
図2に「教職への使命感・責任感」に関する質問

項目に対する回答結果を示す。図2に示すように，
本授業で行なった，現職教員からの指導，「教師の
視点」「児童の視点」からの活動，現地での活動，
省察の全てにおいて82.9%以上の学生が「5.とて
もそう思う」「4.ややそう思う」の肯定的回答であ
ることが分かった。

本授業で実施した，全ての活動が学生の「教職へ
の使命感・責任感」の意識を高める効果が示唆でき
たと言える。また，「教職への使命感・責任感」を
強く意識するのは，前述した「子ども理解」と同様
に省察による振り返り活動であった（91.7%）。こ
のことからも体験型授業において振り返りを行うこ
との重要性が示唆できたものと考える。

3.3 「対人関係能力」の観点
図3に「対人関係能力」に関する質問項目に対す

る回答結果を示す。図3に示すように，教職大学院

に在籍する現職教員からの指導を除き，「教師の視
点」「児童の視点」からの活動，現地での活動，省
察の全てにおいて73.7%以上の学生が「5.とても
そう思う」「4.ややそう思う」の肯定的回答である
ことが分かった。特に，「日光での班別活動を行なっ
たこと」への肯定的回答は92.0%と最も高く，班
別活動において他の班員との交流が円滑に行われて
いたものと推察できる。一方，現職教員からの指導
に対する肯定的回答が50.5%であったのは，活動
自体が講話などの学生が受身的なものとなってし
まったことが要因であったと考えられる。しかし，
それ以外の観点では，体験学習時の班別行動だけで
なく，計画段階や省察においても概ね他者との交流
が図れたと考えられる。

図3　「4. 以下の活動はあなたの「対人関係能力」を高めることに役立ちましたか？」の回答結果
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観点では，体験学習時の班別行動だけでなく，計画

段階や省察においても概ね他者との交流が図れた

と考えられる。 
 
3.4 教職に関する資質・能力を振り返る因子 

 質問項目５「本授業の一連の活動は，あなたの教

職に関する資質・能力を振り返る機会になりました

か」への回答結果に対する因子を特定するために，

重回帰分析を行なった。その結果を表 3 に示す。表

3 の下段の表に示すように，教職に関する資質・能

力を振り返る機会としての活動に影響しているの

は，「子ども理解」における班別活動（2-(4)）と省察

（2-(5)），さらには，「教職への使命感・責任感」に

おける現職教員からの指導（3-(1)），そして「対人関

係能力」の省察（4-(5)）の因子が影響していること

が分かった。これらの因子は，いずれも有意水準１%
以下であり，教職に関する資質・能力を振り返るの

に強い影響を与える因子であると言える。 
 まず，班別活動では，「教師の視点」として「活動

のしおり」を作成し，「児童の視点」として班別活動

に関する計画を行わせている。この時，学生は自身

が想定する児童を思い描きながら計画を行うよう

努めている。しかし，現地での活動を実際に行った

ときに，計画の甘さが露見する場面があったものと

考えられる。このことは，昭和女子大での実践の成

果でも報告されている通り，緻密な計画の重要性を

実感したものと考えられる。そのため，班別活動が

教職に関する資質・能力を振り返る機会に影響する

ものと言える。 
 次に，「子ども理解」「対人関係能力」の省察が影

響している要因について考察すると次のことが考

えられる。省察は，いずれの観点においても肯定的

意識が高いことは前述した通りである。そのため，

省察を行うことは，学生の教職に関する資質・能力

を振り返るために強く影響する因子であることが

あらためて証明できたものと考えられる。 
 最後に，現職教員からの指導の因子については，

現職教員が持つ経験と学生自身が児童・生徒の時代

に経験したことの違いを意識させることにつなが

り強い影響を与えると考えられる。すなわち，自身

が児童・生徒だった時は，校外学習は楽しいもので

表3 重回帰分析1 

5. 本授業の一連の活動は，あなたの教職に関する資質・能力を振り返る機会になりま

したか？ 

回帰分析の適合度    
 

重相関 R 0.699     

重決定 R2 0.489     

補正 R2 0.482     

標準誤差 0.567     

観測数 327     

      

変数の検定結果 

  係数 標準誤差 t-値 P-値 有意水準 

定数 0.943 0.191 - -  

2-（4）日光で班別活動を行っ
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2-（5）事後の省察で活動全体

の振り返りを行ったこと 
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に在籍する現職院生の小中

学校の先生から，校外学習

の指導に関する話を聞いた

こと 

0.196 0.045 4.391 0.00002 ** 

4-（5）事後の省察で活動全体

の振り返りを行ったこと 
0.149 0.039 3.814 0.00016 ** 

有意水準 *5%，**1%  
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3.4 教職に関する資質・能力を振り返る因子
質問項目5「本授業の一連の活動は，あなたの教

職に関する資質・能力を振り返る機会になりました
か」への回答結果に対する因子を特定するために，
重回帰分析を行なった。その結果を表3に示す。表
3の下段の表に示すように，教職に関する資質・能
力を振り返る機会としての活動に影響しているの
は，「子ども理解」における班別活動（2-（4））と
省察（2-（5）），さらには，「教職への使命感・責
任感」における現職教員からの指導（3-（1）），そ
して「対人関係能力」の省察（4-（5））の因子が
影響していることが分かった。これらの因子は，い
ずれも有意水準1%以下であり，教職に関する資質・
能力を振り返るのに強い影響を与える因子であると
言える。

まず，班別活動では，「教師の視点」として「活
動のしおり」を作成し，「児童の視点」として班別
活動に関する計画を行わせている。この時，学生は
自身が想定する児童を思い描きながら計画を行うよ
う努めている。しかし，現地での活動を実際に行っ
たときに，計画の甘さが露見する場面があったもの
と考えられる。このことは，昭和女子大での実践の
成果でも報告されている通り，緻密な計画の重要性
を実感したものと考えられる。そのため，班別活動
が教職に関する資質・能力を振り返る機会に影響す
るものと言える。

次に，「子ども理解」「対人関係能力」の省察が影
響している要因について考察すると次のことが考え
られる。省察は，いずれの観点においても肯定的意
識が高いことは前述した通りである。そのため，省
察を行うことは，学生の教職に関する資質・能力を
振り返るために強く影響する因子であることがあら
ためて証明できたものと考えられる。

最後に，現職教員からの指導の因子については，
現職教員が持つ経験と学生自身が児童・生徒の時代
に経験したことの違いを意識させることにつながり
強い影響を与えると考えられる。すなわち，自身が
児童・生徒だった時は，校外学習は楽しいものであっ
たが，教職を考えたときには楽しいだけではすまな
いことを指導の中で実感する機会になったのだと考
える。そのため，振り返りに影響する強い因子になっ
たと考えられる。

そこで次に，質問項目6に対して自由記述方式で
回答された理由からも検討することとした。その結

果，以下の5つの記述傾向が見られた。
（1）実践的体験と学び：実際に体験することで得
られた学びや気づき，臨機応変な対応力や危機管理
能力の向上など，実践を通じて感じた成長や発見に
関する記述。

（2）児童・生徒の視点と教師の視点：児童や生徒
の立場で考えること，教師の立場からの計画や指導
に関する考察，両視点からの活動の理解や学びに関
する記述。

（3）協力とコミュニケーション：他の学生や教師
との協力，チームワーク，コミュニケーションの重
要性や学びに関する記述。

（4）計画と準備の重要性：修学旅行や校外学習の
計画立案，しおりの作成，安全管理など事前準備の
重要性や学びに関する記述。

（5）困難性：活動の難しさ，準備や計画の不足，
挑戦としての活動の価値や困難に直面した振り返り
に関する記述。

学生は，教職に関する資質・能力を振り返る機会
として活動に関する記述（1）〜（4）を通して，
その振り返る機会を意識している。しかし，（5）
の困難性に関する記述には，それぞれの活動の難し
さや振り返りの重要性を示唆する記述も多かった。
以上のことから，前述した分析結果とその理由を合
わせると，活動を行うことにより教職への意識や他
者との交流の大切さを実感するものの，計画の難し
さを知り，先輩教員からの助言などから自身を振り
返る機会を得たいと考えていることが分かった。

表４　重回帰分析２
あったが，教職を考えたときには楽しいだけではす

まないことを指導の中で実感する機会になったの

だと考える。そのため，振り返りに影響する強い因

子になったと考えられる。 
 そこで次に，質問項目 6 に対して自由記述方式で

回答された理由からも検討することとした。その結

果，以下の 5 つの記述傾向が見られた。 
（（1））実実践践的的体体験験とと学学びび：実際に体験することで得ら

れた学びや気づき，臨機応変な対応力や危機管理能

力の向上など，実践を通じて感じた成長や発見に関

する記述。 
（（2））児児童童・・生生徒徒のの視視点点とと教教師師のの視視点点：児童や生徒の

立場で考えること，教師の立場からの計画や指導に

関する考察，両視点からの活動の理解や学びに関す

る記述。 
（（3））協協力力ととココミミュュニニケケーーシショョンン：他の学生や教師と

の協力，チームワーク，コミュニケーションの重要

性や学びに関する記述。 
（（4））計計画画とと準準備備のの重重要要性性：修学旅行や校外学習の計

画立案，しおりの作成，安全管理など事前準備の重

要性や学びに関する記述。 
（（5））困困難難性性：活動の難しさ，準備や計画の不足，挑

戦としての活動の価値や困難に直面した振り返り

に関する記述。 
 学生は，教職に関する資質・能力を振り返る機会

として活動に関する記述（1）〜（4）を通して，そ

の振り返る機会を意識している。しかし，（5）の困

難性に関する記述には，それぞれの活動の難しさや

振り返りの重要性を示唆する記述も多かった。 
以上のことから，前述した分析結果とその理由を

合わせると，活動を行うことにより教職への意識や

他者との交流の大切さを実感するものの，計画の難

しさを知り，先輩教員からの助言などから自身を振

り返る機会を得たいと考えていることが分かった。 
 
3.5 教職志向を向上させる因子 

 質問項目 7「本授業の一連の活動は，あなたにと

って教職に対して前向きな気持ちを持ったり関心

を高めたりする機会になりましたか？」の回答に影

響する因子を調査するために重回帰分析を行った。

その結果を，表 4 に示す。表 4 に示すように重決定

R2（決定係数）は 39.5%であり，説明因子に対する

信頼度は高くはないが，傾向として次のことが教職

指向を高める因子になる可能性が示唆できたと考

える。 
 表 4 に示すように，説明因子としては 4 つの質問

項目を確認することができた。そのうち，3-(3)の質

問項目は有意水準 5%，それ以外の 3 つの因子は有

意水準 1%があることが分かった。このことから，教

職志向を高めるためには，「教職への使命感・責任感」

の観点から「教師視点の活動」「児童視点の活動」「省

察」，「対人関係能力」の観点から「省察」の因子が

影響するものと考えられる。 
 「教師の視点」の活動では，自らが校外学習を引

率し，児童に学習環境を適切に与えるための計画を

立案し，実践することへの「やりがい」を実感でき

ることが影響するのではないかと考えられる。また，

「児童の視点」の活動では，自らが学習者として，

何を学び，何を知りたいのかを考え，班員と協力し

ながら学ぶことの意義を児童にも伝えたいと考え

る意識も影響するのではないかと言える。 
一方，「教職への使命感・責任感」，「対人関係能力」

の振り返り活動の因子では，自身が実感したことを

他者と共有し，意見交換を行うことで，将来的なビ

ジョンを持つことができるかどうかが影響するも

のと考えられる。 
これらのことを質問項目 8に対して自由記述方式

で回答された理由からも検討することとした。その

結果，次の三つの観点からの記述が見られた。 
（1）教職に対する意識の向上：楽しさと困難さを同

時に実感できる体験，教師としての責任とやりがい，

活動の有用性，興味や視野の拡大，教育の魅力を再

認識 
（2）教職への不安：責任の重さ，児童の安全性の確

表４ 重回帰分析２ 
7. 本授業の一連の活動は，あなたにとって教職に対して前向きな気持ちを持ったり関

心を高めたりする機会になりましたか？ 

回帰分析の適合度     
重相関 R 0.628     
重決定 R2 0.395     
補正 R2 0.387     
標準誤差 0.739     
観測数 327     
      

変数の検定結果 

  係数 標準誤差 t-値 P-値 有意水準 

定数 0.222 0.257 - -  

3-（2）教師の視点に立って，

日光での活動の実施計画を

立てたこと 

0.196 0.072 2.700 0.00730 ** 

3-（3）児童の視点に立って，

班別活動の役割分担を決め

たり活動のしおりを作ったりし

たこと 

0.151 0.077 1.971 0.04963 * 

3-（5）事後の省察で活動全体

の振り返りを行ったこと 
0.297 0.072 4.131 0.00005 ** 

4-（5）事後の省察で活動全体

の振り返りを行ったこと 
0.205 0.051 4.018 0.00007 ** 

有意水準 *5%，**1%  
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3.5 教職志向を向上させる因子
質問項目7「本授業の一連の活動は，あなたにとっ

て教職に対して前向きな気持ちを持ったり関心を高
めたりする機会になりましたか？」の回答に影響す
る因子を調査するために重回帰分析を行った。その
結果を，表4に示す。表4に示すように重決定R2（決
定係数）は39.5%であり，説明因子に対する信頼
度は高くはないが，傾向として次のことが教職指向
を高める因子になる可能性が示唆できたと考える。

表4に示すように，説明因子としては4つの質問
項目を確認することができた。そのうち，3-（3）
の質問項目は有意水準5%，それ以外の3つの因子
は有意水準1%があることが分かった。このことか
ら，教職志向を高めるためには，「教職への使命感・
責任感」の観点から「教師視点の活動」「児童視点
の活動」「省察」，「対人関係能力」の観点から「省察」
の因子が影響するものと考えられる。
「教師の視点」の活動では，自らが校外学習を引

率し，児童に学習環境を適切に与えるための計画を
立案し，実践することへの「やりがい」を実感でき
ることが影響するのではないかと考えられる。また，

「児童の視点」の活動では，自らが学習者として，
何を学び，何を知りたいのかを考え，班員と協力し
ながら学ぶことの意義を児童にも伝えたいと考える
意識も影響するのではないかと言える。

一方，「教職への使命感・責任感」，「対人関係能力」
の振り返り活動の因子では，自身が実感したことを
他者と共有し，意見交換を行うことで，将来的なビ
ジョンを持つことができるかどうかが影響するもの
と考えられる。

これらのことを質問項目8に対して自由記述方式
で回答された理由からも検討することとした。その
結果，次の三つの観点からの記述が見られた。

（1）教職に対する意識の向上：楽しさと困難さを
同時に実感できる体験，教師としての責任とやりが
い，活動の有用性，興味や視野の拡大，教育の魅力
を再認識

（2）教職への不安：責任の重さ，児童の安全性の
確保，

（3）校外活動への期待と不安：教師の責任と負担，
計画や実践の困難さ，安全指導の重要性，児童の視
点を持つことの大切さ

学生は，校外学習を想定した体験型授業の体験を
通して，教職への使命感・責任感をあらためて認識

していることが分かる。また，それと同時に不安を
感じる学生がいる一方で，やりがいや教職への魅力
についてあらためて実感した学生も多くいることが
分かった。さらに，計画を検討するときに「教師の
視点」と「児童の視点」の双方から検討することの
重要性を意識している学生もいることが分かった。

以上のことから，校外学習を実際に体験させるこ
とは，教職志向の向上に寄与できる可能性を示唆で
きたと考える。

3.6 授業全体の良かった点，改善点
質問項目9「本授業全体の良かった点や改善点」

についても自由記述回答方式で回答を求めた。その
結果，以下の4つの観点からの記述傾向が見られた。

（1） 校外学習の計画と実施の体験
・�教師の立場で活動を計画し，実際に実施する過程

での学びや感想。
・�教師としての準備の重要性，児童の視点を考慮し

た活動計画の作成の重要性に関する記述。
・�現地で学ぶことの重要性や，実際に体験すること

で得られる学びの深さに関する記述。
（2）大学間の交流と協働
・�群馬大学と宇都宮大学の学生間の交流や協働の良

さに関する記述。
・�初対面の人とのコミュニケーションの難しさや共

同作業を通じた関係構築の重要性に関する記述。
（3）意見交流や振り返り
・�活動後の反省や振り返りの時間の価値，他班との

意見交換による学びの重要性に関する記述。
・�振り返りを通じて得られる新たな視点や，今後の

改善点の発見に関する記述。
（4）今後改善を求めること
・�活動時期（冬季，休日）や活動時間の短さに関す

る意見。
以上の結果，本授業で実施した校外学習を想定し

た体験型授業が概ね良好であったことが分かった。
一方で，改善として実施時期の課題なども出された。
これらの意見や改善点などについては，引き続き大
学として検討していきたい。

5．おわりに
本報告は，宇都宮大学と群馬大学の共同教育学部

の学生が交流活動を含め，合同で実施する教職特別
演習Ⅱの実施結果についてまとめたものである。
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方法は，日光東照宮周辺での校外学習を実際に行
う活動である。両大学の学生は，この校外学習を意
義のある学びとするために，「教師の視点」，「児童
の視点」の双方から計画，実践，省察を学生が主体
となって行った。この活動を通して，次のことが分
かった。

（1）省察（振り返り）活動の重要性
学生は，活動によって体験し，感じたことを明確

に意識するためには，省察の時間を十分に確保する
必要があることが分かった。

（2）教職志向の向上には，「教師の視点」及び「児
童の視点」を持って校外学習における指導を想定し
た活動，両大学混合の班別の活動が有効な手段の一
つであることが分かった。

（3）校外学習のように明確な目的意識を持って，
経験豊富な現職教員から指導受けることは，学びの
質の向上につながることが分かった。

一方で，本授業を実施するために課題があること
も分かった。特に，履修条件や実施時期などまだま
だ改善が必要である。今後も両大学が協力し，より
よい授業づくりを目指したいと考える。

参考文献
（1）�昭和女子大学「特別活動の指導法」，https://

content.swu.ac.jp/shokyo-blog/2019/01/23/
☆遠足の練習もしています☆―特別活動の指導
法/ （最終閲覧日2024.3.27）

（2）�長沼豊，柴崎直人，林幸克：「特別活動の理論
と実践―生徒指導の機能を活かす―」,電気書
院（2018）

令和6年4月1日 受理
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【資料】教職志向を向上させた理由（一部抜粋） 
教師になった気分で参加して、より子どもたちを連れて校外学習をする姿を想像できたから。 
教員としての新たな楽しさを体感できたから。 
教員となったときの、授業をする以外の仕事の部分を知ることができたから。 
子供達と校外学習に行くイメージが湧き、ワクワクしたから。 
児童のことを考えながら、校外学習の計画を立てるのは楽しいと思ったから。 
現職の先生の話を聞けたから 
修学旅行で同伴する際にとても大変であることを確認したため不安も出てきたが、その分事前準備が重要である

ことを認識することができた。 
遠足1つでもこんなに考えなければならないことが多くあるのかと思い、大変さを知ったので教職は難しい仕事だ

と考えたが、子ども達が実際に楽しんでいる様子などを見ることができたらやりがいに繋がるのだろうなと思った。 
計画をすることの大変さや難しさもとても感じたが、子どもたちが有意義な時間を過ごし、思い出になったり、子ど

もたちの笑顔を見ることができることを考えると前向きな気持ちを持てた。 
子どもたちのことを安全面、学習面から考えることができるから。 
児童の視点にたって計画を立てることの重要性について考えることができたから。 
安全面や事前指導などで、どのような指導が必要になるか考える機会となったから。 
安全面など配慮する面が多くあり、少し大変だと思ってしまったから。 
現場に出たら実際に計画を立てる機会があると思うので実践的で現場に出たときのイメージが湧いたから。 
授業の一連の流れを通して、自分に向いているところ、向いていないところのどちらも知ることができたから。 
課外活動の難しさを強く感じた。教員はやるべきことが非常に多く大変な職業だと改めて学んだ。 
実際どのように引率するのがよいのか、実体験を通してかんがえることができたから。 
子どもが校外学習などに対するワクワク感を大切にしたいと思ったから。 
教師目線と子ども目線の体験をすることが出来たから。 
事前調べが教職負担ということを少し耳にはさみ、大変だと感じたから。 
安全確保の重要性に気づかせられたから。 
立案等で大変さがある一方、活動を通して学んでもらう体験的活動の楽しさも同時に感じたから。 
教員の楽しさと難しさを同時に体験することができたから。 
しおりや計画づくりは大変ではあったがそれが子どもたちの安全で有意義な学習につながると思うとやる気に繋

がったから。 
教師の目線から考えると、学校外での活動は学校内での活動よりも危険が増えるため、活動自体はもちろん計画

の段階から難しいことが多いと感じた。 
教師の負担が大きいと感じたから 
子どもたちが安全に楽しめて学びも多い行事となるように考えることは楽しいなと思ったから。 
教員になるうえで必要な知識をつけられた 
できないことが分かり、自信を無くす場面もあったが、逆にいえば、改善点が見つかったから。 
やっぱり難しい、大人数の子どもを連れてここに来るのは無理だと思ってしまったから。 
教職を目指す様々な人とかかわることができたため。 
児童の安全な修学旅行を実現する上での大きな責任を感じたから 
私が小中高校生だったときに楽しい校外学習ができたのは、先生方のおかげだったのだということがわかった。今

度は、自分がその教師側に立ち、学びの多い旅行を企画できたら嬉しいと思ったから。 
初めて教員としての立場でしおりをつくり、自分たちを指導してくれた先生もこのようなことを毎年していることを実

感できたため。 
実際に引率をする際の具体的な想像ができたから。 
普段の授業とはまた違う教育の場として、教師の工夫によって子どもたちに新たな体験をさせることができるなと

感じました。これは教師ならではだと思うのでこの回答にしました。 
しおり作成、計画、実施の際に難しさを感じた。教職の業務の中に入る大変さも知った。 
今回の活動を自分自身も楽しむことができ、子どたちと来る際にどのようなことを体験したいかなど具体的な想像

が出来たため。 
児童だったらということに焦点を当てすぎて、教師としての視点が足りなかったと感じられたので、将来教師になっ

た際に生かしていきたいと感じられたため。 
活動を通して子供が楽しむ様子が具体的にイメージできたから。 
活動に意味を見出すことが出来たし、宇大生との関わりがとても楽しかった。しかし別班の友達からは、何も仕事

をしてくれない子がいる･グループで行動せず自分勝手な行動を取っている等の声も聞こえた。 
修学旅行などで必要とされる指導法について考え、他人の考えを聞くにつれ自分がまだまだ足りていない部分に

ついて考えさせられ、もっと頑張ろうと言う気持ちになったため 
教師目線で色々考えることが出来て自分の安全だけでなく子供たち、子どもの視点に立って安全性やわかりやす

さなどを考えるきっかけになったことが良かった。 
授業だけではない、特別活動を計画することの面白さ、それに伴って子どもにどのような成長を促せるかを考える

ことができたから。 
課題が多くあり、もっとこうしたかった、と思うことがあった。学年に合わせた工夫など、さらに考えることはたくさん

あり、実際の現場でも子どもたちに合わせ、取り組みたいと思った。 
子ども達が目的を持って学ぶためには、教師の事前準備が大切だと知り、教員の行動次第で子ども達に得るもの

が増えると考えると、頑張ろうと思えたから。 
1つの授業でも、内容ややり方によっては様々な変化を児童にもたらすことができ、それを成長に繋げることが出

来ることを知ったから。 
子どもたちの充実した体験学習のための準備は、やりがいがあるものだろうと思えたから。 
子どもの視点にもあまりたてなかったが、振り返りの時間において、子どもならどう考えるかということを教師の立

場から考えられたように思うから。 
教員になったときは、子どもたちを引率する立場で、このような活動をすると思うので、より具体的なイメージを持

つことができた。 
校外学習は児童にとっては楽しいものであるが、教員は責任が伴い、十分に児童の学習に役立つものとなるかは

教員次第であるから。 
同じ教職を目指す仲間とコミュニケーションを取ることができ、視野が広がったため・ 
児童が有意義な校外学習を行えるようにしたいというモチベーションに繋がったため 
群馬大学の学生と交流することで、同じ仲間として教職に就きたい気持ちが高まったから。 
大変さもあったが、子供たちのことを考えた計画を立てて実行する楽しさのようなものを学ぶことができたため。 
参加するのではなく、計画する側の楽しさを知ることができたから。 
実践的な活動を通して、そのおもしろさや、そこからの学びの可能性に気づくことができたから。 
校外学習の楽しさを改めて感じることができたし、計画も意欲的に行うことができた。 
教師の視点と児童の視点の両方から、活動について考えることができたから。実際に教師になった時、非常に役

に立つ学習であったから。 
郊外学習という、普段の授業活動とは異なった、特別活動的な体験をすることができたため、また新たな視点から

子供を想定する体験ができたから。 
実体験をもって、修学旅行や社会科見学での指導の大変さを想定させられたものの、児童生徒の学び得る姿を想

像すると、楽しみになったため。 
教員が校外学習でどのような事前準備や活動を行っているのかが分かり、子どもたちの見学学習をよりよいもの

にしたいという気持ちで準備できることが楽しいと思ったから。 
課外活動の楽しさ、難しさを体験することができたから。 
教員が行うべきことについて様々な視点から考えることができ、教職に対する理解を深めることはできたが、自身

の現状の至らなさに気づけただけで、それが特に前向きな気持ちにつながったかどうかは良く分からないから。 
新たな視点や気づきを持つことで、子供にこのような手だてで関わっていきたいという気持ちがより強くなったこと

や、一緒に活動を行ったメンバーやブレイクアウトルームで話し合った方々の素晴らしい考えや姿勢を見て、この

ような志の高い同僚が多くいるなら教育もよりいっそう良いものになっていくだろという期待を感じたから。 
子どもの安全やより充実した学びをつくり上げるのは、教師の支援に大きく関わっているように感じ、より教員の職

務に対する責任感とやりがいを感じたから。 
実際に活動を行い、子供たちを引率する立場になったことを考えても、大変なことはあるが遠足という普段と違う環

境での学習に対して楽しさや興味が高まったと感じた。 
校外学習から学ぶこともたくさんあるため大切であると思う一方で、教員として児童生徒によりよい学びをさせるこ

との難しさを感じたから。 
修学旅行において、教師の下準備や当日の動きが子どもに大きな影響を与えることを改めて実感できたから 
本授業を通して、子供たちが楽しんで学習をし、その土地の歴史に興味をもつきっかけが教員になりうる可能性が

あると感じて、とても前向きな気持ちになった 
教員に向けて学習していく上で、指導案や教材研究など大変なことが多くあることを知ったが、修学旅行のような楽

しいイベントにも携われることを今回の授業を通して知らことができたため、前向きになれた。 
教師の立場で活動や省察を行う中で、改善点を見つけ、今後に生かしていきたいと思ったから。 
遠足や修学旅行は子ども達が楽しみにしている学校行事であり、それに向けて準備することや改善点を考えるこ

とにやりがいを感じたから。 
学校外でも子供たちの学びに貢献できるというところがたいへん魅力的であるなと思ったからです。 
詩織の作成などでは、どのように指導したらよいのか、その難しさを味わうことができたとともに、修学旅行はこど

もにとって貴重な行事であるので、責任を持って指導しなければならないと感じさせられたから 

教師としての活動を疑似的に感じることができたため。また、教員のすごさを改めて感じたため。 
今まで受け身だった校外学習を教員側の立場に立って考える機会となり、教員という職業の魅力を今一度感じるこ

とができた。 
教職を見据えた体験であったので、引率のあれこれなどこれからにつながることを沢山学べたから。 
事前に危険な場所を把握したり、子どもの視点に立って計画することの難しさを感じたが、教員の事前の準備によ

って子どもにとって、意義のある活動になることは、やりがいのあることだと思ったから。 
実際に子どもたちと一緒に体験活動を行う際には、もっと色々なことを考えたり気を配ったりしなければならないと

思うが、そのようなことを理解できたからこそ、教師として体験活動を行いたいという思いが強くなったから。 
教師が活動の裏でどのような準備や配慮をしているのか知ることが出来た点で関心は高まったが、その大変さや

必要なスキルを実感させられて自分に出来るのか不安な気持ちにもなったため。 
同じ教職を目指す仲間と活動をすることで、周りと比べ自分の能力がどうなのか知る機会になった。 
楽しさと学習を両立することの難しさや、安全面の考慮などを考えるととても大変な行事であり、少し怖くなってしま

ったため。 
児童目線で遠足を楽しむことができ、教師側として児童たちに安心感を与えながらこの楽しさを児童にも味わって

欲しいと思えたから。 
立案時と活動時で様々な違いがあることに気づいた。これは教師としては事前調査でしっかり把握しておくべきポ

イントだと思う。子ども達の安全で学びのある活動を実現させるために教師がすべきことを考えられたという点で

前向きに取り組めた。 
子どもたちと一緒に現地で体験をしながら、ただ観光しただけや遊んだだけにならないような学びの機会をしっか

りとつくることの難しさを感じたと同時に、このような活動を通して子どもたちの成長をとても感じることができるの

だろうと思った。 
教師として校外学習に子どもたちを連れていくことは、責任があり、決して楽しいことだけではないが、今までの自

分の立場とは違った立場で校外学習に行くことで、また違った視点で校外学習先を見たり知ったりすることができ

るため、教師自身も勉強になると感じた。 
校外学習は楽しいというイメージだったが、しっかり学びを得るための活動であることを実感し、それを子どもたち

に伝えていきたいと思ったから。 
今回の活動で、修学旅行や遠足はとても大変そうだと思ったが、同時に自分にとっても学びになるしおもしろいと

思ったから。 
今回の活動を通して、教師としての難しさや大変さを感じつつも、児童との関わりを通して、それ以上のやりがいや

楽しさ、面白さがあるのかなと思ったから。また、教師としての配慮などにも意識して活動することが出来たから。 
実施計画を立てたり、しおりを作成したりすることは難しく、教員になりたいと考えている身として、今後も考えてい

く必要があると感じたから。 
体験活動を行う難しさを実感したが、実際に行って、肌で感じる学びを体験させられるという良さを今回の授業を通

して学んだから。 
改めて教師としてどのようなことに注意して支援すべきか考えることが出来たことによって、それのやりがいと共に

難しさや苦労なども感じたから。 
特別活動を通して、子どもたちの深い学びにつなげることがとてもやりがいに感じると考えることができたため 
児童を安全にかつ楽しめる学習活動にするための学びを得ることが出来たため。 
課外活動の難しさを改めて感じたが、自分にとっても楽しく、貴重な経験になったため、子どもたちにもこのような

体験をできるようにしたいとおもったため。 
今回の活動を通して、子どもにとってより楽しくより充実した活動にするためにはどうすればよいかを考えたいと思

ったから。 
子供の校外学習による学びの広がりや深まりを実感できた。そのため、教員となった際に校外学習をさらに充実さ

せるためにどうすればよいか考えたいという意欲が増したから。 
教師目線と児童目線の両方で体験をすることで、実際に将来こういう場面になったときはこうするのが良いのだな

と自分の中で想定できた。 
しおりの作成から振り返りまで実際に行ってみることで、校外学習の面白さと同時に大変さを実感したから。 
実際にこのような活動をする機会はなかなかないので、とても良い経験になりました。日光に行く前の準備、実際

に日光に行くこと、行った後の振り返りを通して、教師としてどんなことに配慮したらよいのか、どこが足りなかった

かといったことが明確になったので、実際に教師になる前にこのような活動ができて良かったと思いました。 
この活動から、特別活動の意義について改めて考えることができ、子ども達の成長のためにも特別活動について

の理解を深めていきたいと感じたため。 
教職大学院生の方々の話では、実際の現場を知ることができ、想定しながら進めることができたから。また、班別

活動や実施計画を作成していく中で、教職の難しさを感じるとともに、準備が上手くいったり予定通りに行動できた

りしたなどの、準備から得られる教職のやりがいを感じることができたから。 
今回、自分が教師として子どもたちの引率をするとしたら、どのような行動が求められるかを考えながら活動に取

り組むことができた。実習などでの経験を生かしながら、自身の考えを深めることにも繋がり、教員としての姿を想

像しながら取り組むことができた。 
児童のために、何を調べておく必要があるのか考えたり、実際に赴き児童のためにどこを注意すべきか考えること

で、教師としてのやりがいを感じられたから。 
実際の子供たちを前にしたらどうなるか、自分たちが考えた対策がどう生きるか気になるようになったから。 
今まで以上に子どもに配慮して、授業づくりや生活指導、そして、今回のような郊外活動におけるしおりづくりを行

っていきたいなと意欲が湧いたから。 
教師の視点で準備をすることで、子ども達に学ばせたいことや安全面を考える経験ができ、日光に来たことのない

群大の方に楽しんでもらえるように計画することはとても楽しく勉強になりました。 
実際に学校に勤めた時に、大学で学んだことによってその時の不安が軽減するし、経験を活かすことができそうだ

と考えたから。 
2時間の班行動のためにも、多くの指導上の工夫が必要だと感じることができた。校外活動をより充実したものに

できるようにするためにどのような工夫ができるのかさらに考えてみたいと感じた。 
教育実習では授業や休み時間など、日々の生活での関わりだったので、自分が持っているクラスや学年の児童生

徒と学校外で様々な体験ができるというのは楽しみである。 
日光東照宮などについて事前に調べたことや学んできたことと照らし合わせて実物を見る意義や、班別活動を通じ

て信頼関係を築くことの意義を実感したため、子どもたちの思い出になるような遠足を将来実施したいと思ったか

ら。 
この授業の一連の活動を通して、他の授業では体験することができないことを実際に体験しながら学ぶことができ

たと感じている。そのため、今後教員になった際に、この経験を生かして、自信をもって臨むことができるのではな

いかと思ったため。 
教師の立場と子どもの立場から活動を体験することができ、様々な視点を得ることができたため、様々な学びを得

ることができました。 
しおりを作る、体験活動の活動計画を作るということは、普段の学びではあまり実践することが難しいものである

が、今回はそれを実践させてもらえた。そしてそこからたくさんの学びを得ることができた。この経験は、教員にな

ってから必ず役に立つと思うし、子どもたちにもたくさん良い学びをしてほしいなと感じたから。 
事前の教師による下調べというか安全に配慮をした子どもへの働きかけなど、今までの授業実践とは違う教員の

役割や責務を体験できたが、実際に教員になった際にここまで時間をかけてできるのかという不安もある分、教職

はやはり難しい職業であると思った。 
実際自分が担任をした時に発生する仕事を実際に体験してみて、次はどうしたらもっと充実した校外学習になるの

か考える材料になったので、教職に就いても、無駄な不安感を持たずに済むと感じたから。 
教師が考えるべき、配慮すべきことは多く難しいなと改めて感じた。また、そのためにどうしていくのか、と具体的

に考えていくきっかけにもなった。 
校外活動は、準備段階でも活動中でも気を配らないといけないことが多く、大変だと思ったが、無事に終えられたら

やりがいや達成感があると思ったため。 
大学の学びでは実際の教育現場の実態を完全には捉えられていないなと感じていたため、今回現場経験のある

先生方からお話を聞いたり、実際に日光での体験を行ったことで、実際の教育現場を意識した教職への気持ちが

高まったと感じるため。 
日光での課外活動を実施するまでの中で、教師同士で話を進めていくことの難しさや、限られ短い時間で子どもた

ちの学びになる場所を設定したり、事前学習をしたりすること、また、児童がいた場合にあのような人の多い場所

で何かあった時に十分な対処ができるか不安になる点があった。しかし、事前に教師と子どもの視点になって活動

を行ったことで改善すべき点については気づくことができたと思う。 
大学で学ぶことだけでなく外に出て活動することで、私自身、五感を働かせることの楽しさを感じた。こうした経験を

児童と共有できるという点で、教師という職業の魅力を再発見したためである。 
群大生と共同でしおりを作ったり、活動・交流をしたことで、教師と子どもの視点の両面から活動について考えるこ

とができただけでなく、交流して、教育実習や大学での学びについて話す機会があったことで、教職に対して前向

きな気持ちを持ったり関心を高めたりすることができた。 
日光に行ってみて、歴史的建造物を見ることの面白さを実感することができ、多くの子どもたちにもそのような体験

をしてほしいという思いが生まれたから。 
専門科目だけでなく、総合的な時間を軸に、社会科などとも関連付けて学習することの意義を見いだせたから。 
本授業を通して、学校外で子どもたちの学びの幅を広げられる可能性について実感し、そのような活動を自分の

力でマネジメントしてみたいと考えることができたため。また、子どもたちとともに見て、体験し、五感を使って学び

を深めていきたいとも感じたため。 
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